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１．ＩＴは、経済社会の活性化に加え、変革の牽引車として、新しい経済社会システムを実現。

・「ＩＴ機器自身の省エネ」と「ＩＴによる社会の省エネ」を推進する「グリーンIT」によって、２０３０年には国内全体で必要

な省エネの約１／３相当（※）を実現

・ＩＴを活用した中小企業の経営革新により、活用していない企業よりも生産性が平均１５％高い

・情報処理技術者の有効求人倍率（２００９年２月）は１．３８倍 （全国平均：０．５８倍）

２．具体的には、以下のようなプロジェクトを推進。
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ＩＴによる中小企業の
経営革新・産業変革

「グリーンＩＴ」で世界を牽引

中
小
企
業

・今後３年間で１００万社まで利用可能なソ
フトウェア・サービス型の中小企業ＩＴ基盤を
整備し、売上高・利益率を飛躍的に向上。

・さらに、自動車、情報家電等基幹産業の
IT活用によって産業競争力を強化するとと
もに、ものづくり・サービス・コンテンツの融
合による新産業を創出。

（※）：５９００億ｋｗｈ。２００６年の我が国の総発電力量の約６割

製品設計
ソフト

受発注・
在庫管理ソフト

省エネ管理
ソフト

社会保険申請
ソフト

電力産業

自動車産業
鉄鋼産業

建設産業

高効率発電所

ITS 燃料電池自動車 革新的製造・加工技術

HEMS/BEMS
（ホーム/ビル・エネルギー・
マネジメント・システム）

ＩＴは様々な分野で社会活動の効率化を推進。

中小企業ＩＴ基盤

ＩＴによる経済・産業の活性化

国際連携強化

ブラジル(日本方式)
(2007年12月開始)

地上デジタル放送
日本方式



2

次世代電子政府の構築

認証基盤 認証基盤

安全・安心な行政サービス提供基盤の構築

○ＩＴの力によって、民間の発想を最大限に活用し、真に国民本位の次世代電子政府を構築。

○具体的には、安全・安心な行政サービス提供基盤の構築を実現。

行政サービス

◆個人認証（本人確認手段）の多様性・柔軟性を確保。

◆行政と民間のサービス連携を可能とする基盤を構築。

民間サービス

連携

サービス連携
・電気、ガス、水道

・銀行

・中古車売買

・住民登録

・納税

・事故情報


